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▶はじめに◀

　1976年，米国フィラデルフィア州で開催されて
いた在郷軍人会への参加者およびその近隣住民
221人が肺炎様の症状を示し，当時一般的であっ
た抗生物質による治療が施された．しかしながら，
有効な効果が得られず，結果的に34人が亡くなる
という事態となった．その後，患者の肺より新種
の桿菌が単離され，在郷軍人（Legionnaire）にちな
み Legionella pneumophila（レジオネラニューモ
フィラ）と名付けられた．
　レジオネラは自然界において土壌や河川などに
広く存在している細菌であり，自然界ではアメー
バといった原生生物を宿主としている1）．それゆえ，
ヒトへのレジオネラ感染はレジオネラを保有した
アメーバが持ち込まれやすい環境で引き起こされ
る．水温が一定に維持される環境において，アメー
バなどの原生生物はバイオフィルム（排水溝のヌ
メリなど）と呼ばれる生物集合体を形成すること
が知られており，バイオフィルムに含まれるアメー
バがレジオネラに感染していると，結果的にその
水源がレジオネラに汚染されることになる2）．ゆ
えに，バイオフィルムが形成されやすい温泉や循
環風呂などがレジオネラ感染の場となることが多

く，温泉や公衆浴場でのレジオネラ集団感染に関
する報道を目にすることがある．レジオネラ感染
による症状は“ポンティアック熱”と “レジオネ
ラ肺炎”の2つに大別される．ポンティアック熱
の場合，通常の風邪と類似した症状に留まり一週
間程度で治癒する．一方，レジオネラ肺炎では呼
吸器系のみならず消化器系や中枢神経系にまで重
篤な障害が現れ，高い致死率を示す．

▶ 細胞内における
レジオネラの振る舞い

◀

　レジオネラのヒトに対する感染は，レジオネラ
を含む水源から発生したエアロゾルを吸引すると
ころから始まる．呼気とともに肺の深部へと取り
込まれたレジオネラは，肺胞内に存在するマクロ
ファージにファゴサイトーシス（病原体などの細
胞外の異物を取り込み分解する機構）を介して侵
入する．通常，ファゴサイトーシスにより取り込
まれた異物は，細胞内消化を司るオルガネラであ
るリソソームへと運ばれ分解される．しかしなが
ら，細胞内に侵入したレジオネラは Legionella-

containing vacuole（LCV）と呼ばれる膜構造を形成
し，LCVはリソソームへと輸送される経路を遮
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肺炎原因菌であるレジオネラの
細胞内感染経路

Intracellular pathogenic pathway of Legionella pneumophila, which is causative microbe of pneumonia
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